
紙をベースとしたラボ

最大

85%
実験データを有効
活用

最大

66%
プロジェクト期間を
短縮

25%
           以上
実験に使用するため
の原材料の削減

45% 
新製品の開発から
製品化までに割り
当てられたリソース
が無駄に

今日ではこれまで以上に、企業は市場の課題に対処するためのビジョンを共有する戦略的なソリューション・パートナーを必
要としています。 デジタルな科学ソリューションを導入することで、企業は消費者が求める高品質の製品を生み出すリーディ
ングカンパニーとしての地位を確立できるでしょう。 
デジタルラボを導入した企業による評価・コメント： 
 

ダッソー・システムズの 3D エクスペリエンス・プラットフォームでは、11 の業界を対象に各ブランド製品を強力に
統合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。
ダッソー・システムズは、3D エクスペリエンス企業として、企業や個人にバーチャル・ユニバースを提供することで、持続可能なイノベーションを提唱します。世界をリードするダッソー・システムズのソリューション群は
製品設計、生産、保守に変革をもたらしています。ダッソー・システムズのコラボレーティブ・ソリューションはソーシャル・イノベーションを促進し、現実世界をより良いものとするためにバーチャル世界の可能性を押し
広げています。ダッソー・システムズ・グループは140カ国以上、あらゆる規模、業種の約 27 万社のお客様に価値を提供しています。より詳細な情報は、www.3ds.com (英語)、www.3ds.com/ja (日本語)をご参照
ください。

ラボの電子化で業務の効率をアップ！

最大 35%
ユーザー1人あたりの業務効率化

最大 80% 
データ品質の向上

最大 40% 
ラボにおける生産性の向上

最大

90% 
実験の”ダークデー
タ” -  一度の使用
のみで、意思決定
に再利用されなか
ったデータ

2/3 
新製品の開発から
製品化までに時間
を要したため、市場
の参入に出遅れて
しまうプロジェクト

*2012年度IDCデジタルユニバースによる調査結果

ラボのイノベーションを図る際の最大の障壁は、タスクを手動で
実行し、実験データを紙ベースのラボノートに記録することです。

使い勝手の良いデジタルアプリケーションを使用することで、
関連する実験データの検索において無駄な時間と非効率性
を減らすことができ、生産性の向上につながります。

デジタルラボ

詳細は以下ウェブサイトよりご確認ください:

 https://www.3ds.com/ja/products-services/biovia/products/laboratory-informatics/electronic-lab-notebooks/

1%
以下

生成された
データの分析*

ラボでのドキュメント削減
40% 以上


